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七
月
下
旬
、
夏
休
み
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
中

学
校
の
部
活
動
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

運
動
部
に
と
っ
て
の
集
大
成
、
中
体
連
の
県
大

会
が
、
県
内
各
地
で
分
散
開
催
さ
れ
、
小
原
田
中

か
ら
は
、
郡
山
市
大
会
、
県
中
地
区
大
会
を
勝
ち

抜
い
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
三
年
生
男
子
ペ
ア

が
、
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
し
ま
し
た
。
会
場

は
会
津
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
一
回
戦

は
対
伊
達
中
、
競
り
合
い
な
が
ら
も
ゲ
ー
ム
カ
ウ

ン
ト
３
❘
０
で
勝
ち
。
二
回
戦
は
、
対
若
松
一
中
、

こ
ち
ら
も
危
な
げ
な
く
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
３
❘
０

で
勝
ち
。
三
回
戦
、
対
泉
中
、
今
大
会
の
優
勝
ペ

ア
と
の
対
戦
は
残
念
な
が
ら
０
❘
３
で
敗
退
。
し

か
し
な
が
ら
、
堂
々
の
県
ベ
ス
ト
１
６
の
結
果
を

の
こ
し
ま
し
た
。 

 

運
動
部
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
吹
奏
楽
部
に

と
っ
て
の
大
イ
ベ
ン
ト
、
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

県
南
支
部
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し
、
県
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
た
小
原
田
中
吹
奏
楽
部
は
、
い

わ
き
芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ
オ
ス
で
行
わ
れ
た
県

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

 

演
奏
順
二
番
目
の
本
校
吹
奏
楽
部
員
は
、
当
日

朝
四
時
に
学
校
に
集
合
し
、
一
時
間
程
度
の
練
習

を
行
い
、
会
場
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。 

 

三
年
生
が
四
人
、
二
年
生
と
一
年
生
が
九
人
ず

つ
と
、
ま
だ
ま
だ
成
長
途
中
の
部
員
た
ち
で
す
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
一
体
感
を
強
め
て
き
た
演
奏

は
、
当
日
も
勢
い
を
見
せ
、
見
事
、
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。 

 

支
部
や
地
区
の
大
会
に
留
ま
ら
ず
、
県
の
舞
台

に
行
っ
て
も
力
を
発
揮
す
る
子
ど
も
た
ち
。
部
活

動
に
限
ら
ず
、
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
で

き
そ
う
で
す
。 



郡
山
市
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
が
、
八

月
二
十
八
日
（
木
）
郡
山
市
中
央
図
書
館
視

聴
覚
ホ
ー
ル
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

小
原
田
中
か
ら
は
、
三
年
生
二
名
が
暗

唱
の
部
、
創
作
の
部
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
し

ま
し
た
。 

二
人
は
、
夏
休
み
中
も
登
校
し
、
先
生
と

一
緒
に
熱
心
に
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。 暗

唱
の
部
に
参
加
し
た
男
子
生
徒
は
、

英
語
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
読
み
物

「
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ｄ
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ｏ
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ｆ
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ｆ
ｒ
ｏ
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Ｓ
ｔ
ｅ
ｖ
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Ｊ
ｏ

ｂ
ｓ
」
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
か
ら
の
卒

業
の
贈
り
物 

を
発
表
し
ま
し
た
。 

ア
ッ
プ
ル
や
ピ
ク
サ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ジ
オ
の
創
業
者
と
し
て
も
有
名
な

ス
テ
ィ
ー
ブ･

ジ
ョ
ブ
ズ
が
語
っ
た
３
つ

の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
成
る
文
章
を
覚
え
、

感
性
豊
か
に
堂
々
と
表
現
し
ま
し
た
。 

創
作
の
部
に
参
加
し
た
女
子
生
徒
は
、

自
身
の
経
験
そ
し
て
今
の
状
況
に
つ
い
て

Ｈ
ｏ
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ｔ
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ｍ
ａ
ｋ
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ｆ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｄ
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ｉ
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ｏ
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ｓ
ｔ
ｅ
ｐ 
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま

し
た
。 

幼
い
頃
、
無
邪
気
に
友
だ
ち
と
楽
し
く

遊
ん
で
い
た
自
分
と
、
少
し
ず
つ
成
長
し

自
分
な
り
の
考
え
や
価
値
観
を
持
ち
始
め

て
か
ら
の
自
分
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し

み
、
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
に
臆
病
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
。
そ
ん
な
問
題
を

抱
え
る
自
分
を
心
配
し
て
親
や
先
生
が
、

Ｓ
Ｃ
へ
の
相
談
を
勧
め
て
く
れ
、
そ
の
Ｓ

Ｃ
の
対
応
、
言
葉
に
救
わ
れ
た
経
験
を
素

直
に
表
現
し
、
発
表
し
ま
し
た
。 

始
業
式
の
日
は
、
初
め
て
全
校
生
の
前

で
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
機
会
と
な
り

と
て
も
緊
張
し
て
い
た
様
子
で
し
た
が
、

本
番
で
は
、
他
校
生
の
前
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
本
来
の
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
ま
し
た
。 

英
語
弁
論
大
会
と
い
う
機
会
は
、
自
身

の
英
語
力
の
伸
長
の
他
に
も
成
長
の
機
会

と
な
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

八
月
二
十
九
日
（
金
）、
来
月
四
日
に
東
山

霊
園
内
周
回
コ
ー
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
る
、

市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
の
壮
行
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

お
正
月
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て
い
る
箱
根

駅
伝
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
駅
伝
は
何
と

な
く
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
な
印
象
が
あ
り

ま
す
が
、
中
学
生
の
駅
伝
競
走
大
会
は
、
残
暑

厳
し
い
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
そ
の
暑
さ
に
慣
れ
る
必
要

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
、
夏
の
暑

い
盛
り
、
熱
中
症
予
防
と
と
も
に
練
習
に
励

み
ま
す
。 

 

女
子
は
二
㎞
と
三
㎞
の
区
間
、
合
わ
せ
て

五
区
十
二
㎞
を
、
男
子
は
三
㎞
の
区
間
合
わ

せ
て
六
区
十
八
㎞
を
一
本
の
襷
で
繋
ぎ
ま

す
。 

 

五
人
ま
た
は
六
人
の
う
ち
、
一
人
で
も
途

中
で
断
念
す
れ
ば
、
襷
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。 

本
番
で
は
、
他
校
の
選
手
と
競
い
な
が
ら

走
る
の
で
、
普
段
の
練
習
の
時
と
は
違
い
、
オ

ー
バ
ー
ペ
ー
ス
と
な
り
、
チ
ー
ム
の
ブ
レ
ー

キ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
一
本
の
襷
を
次
の
走

者
に
繋
ぐ
た
め
、
ひ
た
す
ら
走
り
ま
す
。 

二
㎞
ま
た
は
三
㎞
の
一
区
間
、
お
よ
そ
十

分
間
を
、
彼
ら
は
ど
ん
な
想
い
を
も
っ
て
走

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

暑
さ
で
諦
め
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
沿
道

か
ら
の
応
援
の
拍
手
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
嬉

し
さ
、
お
盆
前
の
暑
い
時
期
、
仲
間
と
一
緒
に

辛
い
練
習
に
取
り
組
み
乗
り
切
っ
た
自
信
、

自
分
の
到
着
を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る

仲
間
の
顔
が
思
い
浮
か
ん
だ
責
任
感
。
様
々

な
想
い
を
胸
に
、
彼
ら
は
走
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

 

そ
の
想
い
の
助
け
に
、
少
し
で
も
な
れ
ば

と
、
応
援
団
、
そ
し
て
全
校
生
の
応
援
に
も
力

が
入
り
ま
す
。 

頑
張
れ
、
小
原
田
中
駅
伝
部
！ 

   


